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FAQ DS003 任意座標位置で Dataset を mirror 表示 

通常手順 
[Tools] – [Dataset] 
Dataset Controls パネル 
[Duplication :  mirror] 
 
[Mirror Parameter] パネル 
        [X /  Y /  Z  ] などの方向選択 – [OK] 

解析領域の定義の仕方によっては Dataset の標準 mirror 設定を行っても 

鏡像表示できないことがあります。 

そのような場合の対処法をご案内いたします。 

Y=0 でない場所で解析領域を作っているので 
 
鏡像面が一致しない 



Copyright © 2011 VINAS Co.,Ltd  
2 

FAQ DS003 任意座標位置で Dataset を mirror 表示 

通常手順 
[File] – [Data Input] – [FV-UNS] 
FV-UNS パネル 
[Input Mode : append] 
[Read Boundary Data Only] にチェック 
 
[Read Grid or Combined Data]  
読み込みファイル指定 

手順１： 対象モデルのデータセットを読み込んだあとに同じデータセットを append 読み込みします 
    * モデルの boundary type のみを鏡像表示したい場合は 

       読み込み時に  [Read Boundary Data Only] にチェックを入れると 

       読み込み時間を省略できます。 
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FAQ DS003 任意座標位置で Dataset を mirror 表示 

手順 
[Tools] – [Dataset] 
Dataset Controls パネル 
[Transform] 
[Scale :   Y = -1  ] 
 * -1 倍することによって、反転表示 

手順２： Dataset #2 の位置を調整します。 

 

Boundary Surface を適宜作成 
ここでは色を変えています 
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FAQ DS003 任意座標位置で Dataset を mirror 表示 

位置調整 

手順３： Dataset#1 もしくは、Dataset #2 の位置を調整します（Translate) 。 

 

ここでは 
Dataset # を 水色を変えています 
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FAQ DS003 任意座標位置で Dataset を mirror 表示 

最終的に鏡像モデルが作成できます。 


